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【学界消息】
マンハッタンで「フランスの９月11日」
を病理解剖する
長 部 重 康
2005年４月から一年間，在外研究の機会を得て，共著の『新版　現代ヨ
ーロッパ経済』（2006年４月刊，有斐閣アルマ叢書）と，とくに単著の『現
代フランスの病理解剖』（Anatomie Pathologique de la France contemporaine） 
（2006年８月刊行，山川出版社）とを上梓することができた。
ニューヨークのコロンビア大学欧州研究所（Institute of Study of Europe, 
Columbia University）に客員研究員としてお世話になることにしたが，長
年ヨーロッパを分析してきて，とくに近年，アメリカからの視点を取り入
れる必要を痛感していたからである。すでに1979年に１年間，モントリオ
ール大学と国際交流基金との招きで，同大学・大学院で日本近代史や経済，
ヨーロッパ，EUについて教える機会に恵まれた。そのときカナダ・ケベッ
ク史の研究をこころざし，米加関係の歴史的展開と戦後の北米経済の非対
称性などについて，いくつか小論をまとめることができた。これを機会に
その後も時々アメリカを，とくに東海岸諸都市を訪れ，研究者との意見交
換の場をもってきた。そして今回，ニューヨークはマンハッタンの真ん中
で研究生活を開始したが，当初は，これまで何年か続けてきたルペン党主
率いる極右政党，フロンナショナルの分析に一応の区切りを付けて，「９月
11日以降の欧米関係の変容」の研究に取り掛かる予定でいた。
コロンビア大学ではおりから，ファビウス元仏首相と，ひきつづきスト
ロスカーン元蔵相とをゲストに連続講演会が開かれることになった。２人
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の大物政治家と，フロアーの学生，教授たちとの間での白熱した議論を聞
く中で，欧州憲法条約の批准をめぐるフランスの国民投票が近づき危機的
状況を迎えている事実を思い知らされた。結局は，毎日欧米の情報源を動
員して，フランスやヨーロッパの動向をフォローするはめになった。
５月末に，予期せぬ大量のノンを浴びせられ欧州憲法条約の批准が挫折
するが，このため当初の研究計画を大幅に変更し，欧州憲法と，とりわけ
その挫折の底流をなす「フランス社会モデル」との問題点の解明を急がざ
るを得なくなった。10月末には研究が一応の終着点に近づいたのだが，こ
のとき突如，都市暴動の痙攣を突きつけられてしまった。さらに翌2006年
１月には，マンハッタンのアパートを引き払って，パリはドフィーヌ街の
束の間の寓居に移動した際に，初採用契約（CPE）をめぐる若者の総反乱
が勃発し，その激しい展開に直面することになった。３月末に帰国したが、
その後も騒動は続き，いくつかのメディアからコメントを求められた。残
念ながらこれまでのニューヨークでおこなってきた分析視角の正しさを，
改めて確認せざるを得なかったのである。
さてニューヨークでは，持参したパソコンには大いに助けられた。これ
まで続けてきたフランスやヨーロッパの政治動向や労働運動，社会運動，
社会保障，経済問題などに関する，少なからぬ論文やデーターが蓄積され
ていたからである。またブロードバンドを用いたインターネット環境を早
急に構築でき，文献検索やデジタル・データーへのアクセスが容易になり，
海外文献の早急な取り寄せサービスも活用できるようになった。コロンビ
ア大学図書館と欧州研究所とが誇る豊富な資料・蔵書も利用させていただ
けた。「９月11日以降の欧米関係」から「フランスの９月11日」（後述）へ
の，分析目標の急な変更を余儀なくされたが，何とか研究環境を整えるこ
とができたのは，これらの幸運が重なったおかげである。
＊
＊　　＊
1993年に『権謀術数のヨーロッパ―社会主義の壊走と欧州新秩序』を講
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談社から上梓させてもらったが，このとき，社会主義崩壊，冷戦終焉，湾
岸戦争，ソ連解体などの一連の大事件の勃発と同伴しつつ筆を執ることに
なった。そのあとがきで「歴史の僥倖」への謝辞を記したことが懐かしく
思い出されるが，奇しくも今回もまた，「フランスの９月11日」と同伴しつ
つ，『現代フランスの病理解剖』の筆を進めることができた。偶然とはい
え，なにやら因縁浅からぬものを感じてしまう。いささかなりと「解剖」
に臨場感が加わっていれば幸いである。またフランス，ヨーロッパから距
離を置き，日本からも遠く離れたニューヨークに居を定め，フランス・ヨ
ーロッパ現代史を構想する結果になったが，多少とも分析が膨みを増し，
ものの見方が幅を広げられていれば，と願っている。短い期間ながら，ニ
ューヨークという日々激しく変貌を続ける人種混交の坩堝の真っ只中に投
げ出され，コロンビア大学が醸しだす多彩で開放的な知的空間を遊泳でき
たおかげである。
コロンビア大学欧州研究所長
のジョン・ミッギエル教授には
大変感謝している。コロンビア
大学の受け入れでは，エリック・
ガングロフに助けてもらった。
彼は、ワシントン一の小さなお
役所である「日米友好基金」の
専務理事として、日米間の学術・
文化・政治交流に長年、貢献し
てきた。わが経済学部もかつて
彼からいくつかプレゼントをも
らった。その一つが、いま経済
学部資料室の片隅に眠ってい
る、かなりの数に上る日本で出
版されたアメリカ研究書のコレ
マンハッタンで「フランスの 9 月11日」を病理解剖する
タイムワーナーから見るコロンビア広場
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クションである。また、いまや有名教授となったかつての同僚が若かりし
頃、初めてアメリカでの在外研究を始めるに当たり、基金から語学研修プ
ログラム向け特別グラントを贈ってもらった。帰国後、同僚はそれに応え
て、アメリ金融論の特別講義を行ってくれた。そのエリックとは30年以上
も前に、互いに東大大学院生時代に知り合い、かれの博士号のテーマとな
った日本の現代演劇を、当時隆盛だったアングラ劇などを中心に見て回っ
た仲である。マンハッタンの拙宅には２度足を運んでくれ、フランス反米
主義のシャーデンフロイデ（他人の不幸を喜ぶ感情）や燃え盛る都市暴動
などをめぐって、忌憚ない論議ができた。かれとの長年の友情を誇りに思
っている。
数多くの，得がたくも鋭い分析にめぐり合えた僥倖について，とくに記
しておきたい。研究途上で味わえる特権的な喜びの一つとはいえ，今回は
急な対象変更にもかかわらず，まるで隠れた糸でたぐり寄せられてくるか
のように，つぎつぎと衝撃力のある作品群に向き合うことができた。時間
に制約されたわが研究であったが，その急速な結晶化を促してくれた。対
象の重さゆえにこれが可能になったと言えようが，多くの著者たちに対し
て，深い感謝とそして連帯とを感じている。貴重な遭遇が生かされ，在外
研究に華を添えられたか否かは読者の評価に待つしかない。ともあれ，こ
れまでつづけてきたささやかな研究群を改めて俯瞰しなおすとともに，ま
ったく新たな切り口で，「フランス社会モデル」の病理解剖にメスを振おう
と努めた。とくに，絶対王政下に始まりフランス革命がそれを決定的にし
た，議会政治の無力化と啓蒙エリートや共和派知識人の欺瞞性，という２
つの視角からである。フランス・ヨーロッパ現代史の書き換えを意図した
のだが，手応えはあったのではとひそかに自負している。
＊
＊　　＊
わがフランス留学時代以来，知遇をえてきた司馬遼太郎は，２回にわた
ってアメリカ，ニューヨークを訪れ，『アメリカ素描』（1985年）と『ニュ
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ーヨーク散歩』（1993年）
とを著した。ドナル・キー
ンを通して，コロンビア大
学とも浅からぬ縁である。
私もまたキーンさんとは，
『日本人の西洋発見』（1968
年，中央公論社）の翻訳を
手伝えた幸運から旧知なの
だが，４月早々，コロンビア大学近くの雑踏ですれ違って以来，お目にか
かる機会を持たなかった。ともあれ今回の滞在を機に，司馬遼太郎記念財
団の会誌『遼』の編集部から頼まれ，「司馬さんのアメリカ好きは尋常では
ない」（第16号，2005年夏季号）を寄稿した。おかげで拙著の執筆途上，
『素描』と『散歩』とに何度も目を通しつつ，アメリカやフランス，ヨーロ
ッパ，さらに日本の「９月11日」について，ひそかに司馬さんとの対話を
繰り返すことができた。
ニューヨーク到着直後の４月初めに，当時の在日フランス大使ベルナー
ル・ド・モンフェラン氏から，教育功労賞シュヴァリエ勲章叙勲の知らせ
を頂戴した。在外研究のために授与式は帰国後の2006年５月になってしま
ったが，大変名誉に感じている。うかつにも私の授与式後になってから，
朗報に接することになったのだが，前総長の清成忠男先生（現学事顧問）
も私より一年遅れで2006年春に同じ教育功労賞を，とはいえ最高位のコマ
ンドゥール勲章を受けられ，私の式の１週間前に授与されていた。清成先
生と知り合ったのは，ご本人に確認済みであるが，法政大学コミュニティ
ー内で私がもっとも古い。先生が法政に招かれる少し前の1973年ごろ，銀
行の調査部長として，ヨーロッパのベンチャー・キャピタルの現地調査団
に加わり２度ほどパリを訪れられたときである。当時大学院に留学してい
た私が通訳を頼まれた。今回奇しくも本学ではフランスからの，前総長と
のダブル受勲となり，うれしさもひとしおである。
マンハッタンで「フランスの 9 月11日」を病理解剖する
コロンビア大学の Low Memorial Library
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2003年には，20年来の友人であるリヨン第３大学教授，フランソワーズ・
ゲルさんが，在日フランス大使館に大学・学術担当官として赴任され，び
っくりさせられた。彼女は十年ほど前にわが比較経済研究所の客員研究員
を努められ，また経営学部の下川，洞口の諸先生方と自動車産業の国際比
較研究に従事されてきたため，法政大学とは浅からぬ縁である。リヨン第
３大学と国際文化学部との間でのスタディーアブロードの実現では，大変
お骨折りいただいた。また現在，法政大学大学院は日仏共同博士課程のメ
ンバーに加えられ，毎年フランス政府給費留学生を送り出せるようになっ
たが，これは学術担当官時代の彼女のご好意の現われの一つである。さて
このゲルさんのアドバイスを受け，当時の清成総長や平林千牧常務理事（現
総長），柳沼寿経営学部教授（現常務理事）をはじめ多くの関係者のご努力
で，2004年には「法政大学におけるフランス年」の企画が実現した。この
年は，法政大学の建学の祖であり日本民法の父と仰がれる，ボワソナード
博士が生誕180周年を迎え，同時に，和仏法律学校から法政大学への名称変
更101周年という記念すべき年にもあたった。ド・モンフェラン大使とゲル
学術担当官との講演をはじめ，映画，絵画，文学，経済，経営，外交など
の多方面にわたる多くの企画・展示が催された。他方でカルロス・ゴーン
日産社長（現ルノー・日産社長）とド・モンフェラン大使へは，本学名誉
博士号が贈呈された。「フランス年」は，法政大学のユニバーシティ ・ーア
イデンティティーを改めて確認する貴重な機会となり，本学とフランスと
の仲は深まった。
＊
＊　　＊
今回の在外研究の主要な成果である，『現代フランスの病理解剖』
（Anatomie Pathologique de la France contemporaine）の要旨を簡単に紹介し
てみたい。
第２次世界大戦後フランスは，対外的には，米ソ，両超大国の谷間に沈
んでしまったヨーロッパの復権を目指した。そして比類なき独創性を発揮
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しつつ，欧州統合の旗を一貫して振り続けてきた。ジャヤン・モネによる
「主権のプール」というアイディアで生まれたEEC（欧州経済共同体）は，
EC（欧州共同体） からEU（欧州連合）へと発展を遂げたが，とくにミッテ
ラン大統領誕生時に蔵相をつとめ，その後欧州委員長に就任してEU中興の
祖と謳われたジャック・ドロールのもとで，市場統合から政治統合，さら
には通貨統合が実現してポスト冷戦の備えを固めることができた。この統
合の深化を基盤に，EUは2004年に東方拡大で25カ国にまで広がった。
他方でフランスは，国内的には「フランス社会モデル」（le modèle social 
français ）の構築に努めてきた。社会民主主義と社会カトリシスム，とい
うその依拠する理念を異にしながらも左右を問わず，手厚い社会保障と強
力な雇用保護との実現を目指すものである。これをヨーロッパ・モデルに
まで広げて「社会ヨーロッパ」を建設することが，欧州統合へ期待するフ
ランスの優先課題のひとつといっていい。欧州統合と「フランス社会モデ
ル」こそが，現代フランスのアイデンティティーなのである。
だがこのフランスのアイデンティティーは，2005年に相次いでフランス
を襲った２つの深刻な事件によって，その２つともが音を立てて崩壊しつ
つある。
まず５月末の国民投票では，欧州憲法の批准が拒否され，欧州統合の盟
主としての誇りは一敗地にまみれた。投票日が近づくと，失業と排除とい
う「社会的骨折」（fracture sociale, social fracture）の波及に怯えた中産階
級の若者と，共和派知識人，啓蒙エリート，過激派労働者とが「フランス
社会モデル」の死守を叫んだ。そして異議申し立ての初夏の祝宴を繰り広
げ，55％という予期せぬ大量のノンを突きつけて欧州憲法を葬り去った。
統合の盟主としての誇りは一敗地にまみれた。対外的アイデンティティー
を放棄して国内的アイデンティティーへ閉じ篭ろうとする，自閉症宣言に
他ならない。シラク大統領は，この歴史的敗北を受けて，「アングロサクソ
ン・タイプでも退嬰主義でもない，個人の自発性と連帯，社会対話にもと
づくフランス・モデル」の堅持を約束せざるをえなかった。
マンハッタンで「フランスの 9 月11日」を病理解剖する
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ついで2005年晩秋には，パリの郊外団地（cité）で都市暴動が勃発し，
瞬く間に全国200箇所に波及し，３週間にわたって燃え盛った。一万台以上
の車が放火され，集会所や駅など社会施設が焼き討ちされ，逃げ遅れた身
障者が怯えるバスにめがけて無慈悲に火炎瓶が投げ入れられた。フランス
国民は恐怖のどん底に突き落とされ，世界は息を呑んだ。「社会的骨折」に
直撃された移民の子弟と社会の除け者とによる何も叫ばぬ，絶望的な痙攣
であり，「フランス統合モデル」の敗北であった。
その重い後遺症として，翌2006年春には，「初採用契約」（CPE） をめぐ
る若者の総反乱が生じた。フランスは先進国一，解雇規制が厳しく，企業
は正規雇用を極力抑えようとする。若者の失業率は２割を超え，主要先進
国の約２倍と突出している。歴代政府は，社会保険料の減免など各種恩典
つきの有期研修制度の乱発で事態を糊塗してきたが，ドヴィルパン首相は
都市暴動に驚愕し，抜本的解決を決断した。初回の正規採用に限り，２ヶ
年の試用期間中他の西欧諸国並みに，企業に対して理由を問わずに解雇を
容認する，との「劇薬」である。だが欧州憲法を拒否した中産階級の若者
と，都市暴動の主役となった最底辺の除け者とが相結んで，これを引きず
りおろしてしまった。適応例ゼロのまま，成立後わずか12日間でCPE はそ
の命運を終えた。「フランス社会モデル」は，まったくの破綻がいまや白日
の下にさらされてしまったのである。2005年の世論調査では，回答者の68
％がフランス・モデルの不全を指摘していた。
フランスの良識派知識階級の代表を持って任じる，カトリック左派系『エ
スプリ』誌は，2006年２月号で「ヨーロッパの疑念，フランスの不確実性」
という特集を組んだが，その前書きにはこう記されている。「2001年９月
11日が世界的規模での戦争と安全保障との秩序を大きく変容させた歴史
的骨折だとするなら，2005年は国際関係の次元でのわれわれの不確実性の
増大をもたらす，明確な屈折点を生み出すものであろう」と。2005〜６年
に生じた３つの事件は，「フランスの９月11日」なのである。
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＊
＊　　＊
フランスは客観的にみて，グローバリゼーションにもっとも成功した国
といっていい。ルノーはカルロス・ゴーンを送り込んで日産の目覚しい再
生を実現し，ミシュラン（ゴム）やロレアル（コスメティック），LVMH
（ブランド製品と高級アルコール飲料），トムソン（電子），トタール（石
油）などの有名企業は，軒並み売り上げの８割以上を海外であげており，
いちじるしく多国籍化した。また「ミッテランの実験」による全面国有化
の失敗を糺すために，イギリスに次ぐ革新的なミニ・ビックバンが断行さ
れ，さらに３次にわたる大規模な民営化がすすめられた。このおかげで
2001年には，パリの一部上場40企業（CAC40）の外資比率は44.2％にまで
達し，英16％，日10％，米７％などを大きく超えて企業統治（コーポレー
ト・ガヴァナンス）は国際化し，同族経営を脱皮した。1990年代後半以降，
フランスはグローバリゼーションの大波を乗り越えて大きく羽ばたき，勝
ち組の筆頭を切ったといえる。フランス社会もまた深い変貌を遂げ，ディ
リジスム（国家主導主義）は解体されつつある。
だが政府は左右を問わず，この自由化や民営化へのラジカルな政策転換
について口を閉ざし，説明責任を果たそうとはしなかった。とりわけ1997
〜02年のジョスパン社会党政権は，「裏口からの民営化」を大胆にすすめな
がら，グローバリゼーションと欧州統合への激し攻撃の手を緩めようとは
しなかった。共和派知識人や啓蒙エリートもまた，グローバリゼーション
を悪魔化して民衆の恐怖をかきたて，反米主義のレトリックを振りかざし
てリベラルリズムを糾弾した。わが国でも翻訳された，女性作家で急進的
ペシミスト，ヴィヴィアンヌ・フォレステールの『経済の恐怖』がフラン
スで35万部も売れ，アメリカは崩壊の途上にあると厳そかに宣告する『帝
国以後』のエマニュエル・トッドがマスコミの寵児に躍り出た。平和学会
会長であったアラン・ジョクスは，「民間企業による公共サービルへの攻
撃」に対する「国民的レジスタンス」呼びかけた。
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そして高級官僚批判の『国家貴族』を発表して一躍有名になった社会学
者のブルデューは，医療保健を中心とする包括的な社会保障改革をめざし
た「ジュペ・プラン」反対でゼネストが勃発し，国鉄，メトロ，郵便が止
まってフランス全土が１月にわたって麻痺した「1995年の冬」に，反体制
派イデオローグとして登場する。ストライキへの熱烈支持と連帯とを訴え，
返す刀で，権力，市場化されたヨーロッパ，マネタリズム，そして高級官
僚を激しく糾弾した。かれら共和派知識人，啓蒙エリートとは，正邪，善
悪のマニ教的２項対立を奉じ，自らの主張を受け入れぬものはすべて敵だ
と決め付け，構造改革を支持するものは「一点の曇りもなき権力の手先」
であり，「リベラリズムとグローバリズムの運搬人」であり，「『画一思考』
のイデオローグである」と弾劾した。
こうして「1995年冬」以後，ありとあらゆる構造改革と民営化とを，と
りわけ人民戦線と戦後解放とが生んだ輝かしい成果たる，公共サービスと
社会的既得権との見直しの動きをすべて悪魔化し，これに対する激しい糾
弾と闘争への連帯とを呼びかける「新しい社会運動」，あるいは「闘争の坩
堝」が点火される。そして2002年の大統領選挙での極右の決戦進出「ルペ
ン・ショック」，2003年の公務員年金制度の改革「ラファラン=フィヨン・
プラン」，そして2005年初夏の欧州憲法をめぐる国民投票，2006年春のCPE
反対闘争と，連続して「闘争の坩堝」が激しく燃え盛った。この結果，構
造改革はすべて知的袋小路に陥り，それを糾弾する共和派知識人の言説の
みが過激化し，先進国に例をみない知識人の「階級闘争」が花開いたので
ある。フランスが達成した脱ディリジスムの偉業は，なんの知的正統性も
勝ち取ることができなかった。
ジョスパン時代の2000〜02年に，党内原理主義の跋扈でEUやILOの専門
家の警告を振り切って，週35時間労働制への「改革」が断行され、その後
５年間続く多元左翼政府の乱発する社会的誤解の原型となった。労働者へ
の２週間のバカンス・プレゼント，という甘い夢が振りまかれたが，失業
者には深い心理的な傷を負わせてしまい，時間給の貧しい労働者には大幅
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な所得切り下げを強いることになった。労働者（インナー）をして労働者
（アウター）に敵対させる，想像力なきエリートによる「心優しきプレゼン
ト」ではあった。「人民不在の人民戦線」を招いたのである。「社会的制覇
にケチをつけるな」との左翼からの攻撃を恐れ，保守党指導者もまたおず
おずと，その経済的効果への疑問を呈するのみで満足してしまった。貧し
い労働者の苦境に想いを寄せるものなど，皆無なのであった。ルペニスム
（ルペン主義）の伸張を防ぐ最大の教訓は，「進歩主義を疑え」である。進
歩とは逆説的なものであり，寛大な恩恵を施すと，それに浴せないものが
必ず孤立を深めてしまう。
＊
＊　　＊
「フランス社会モデル」を称揚する共和派知識人，啓蒙エリートは，あら
ゆる構造改革に反対して「連帯」を説く。だがそれは「国民連帯」では決
してなく，職の保証された公共部門労働者の仲間たち，「インナー」の既得
権を擁護する「職域連帯」でしかない。公共部門の社会保障制度である「特
別制度」は被保険者の２割をカバーするが，年金コストの３割を投入され
る（３÷２）。最近民営化が広がったが組合の果敢な抵抗で，エリート企業
の従業員は民営化後もなお特別制度にとどまれる。残りの６割の民間被保
険者による「一般制度」には，コストの５割弱しか配分されない（５÷
６）。特別制度と一般制度の間の受給格差は1.8倍（1.5÷0.83）にまで達し
てしまう。失業保険においては，高賃金の基幹労働者が，若者や高齢者，
低賃金労働者よりずっと恵まれた条件を享受している。家族手当では，富
める大家族にきわめて有利であり，最近急増している片親で一人っ子の家
庭や単身者はきわめて不利である。また一般税制でも，付加価値税（消費
税）偏重で累進性は働かず，金持ち優遇の抜け穴が多い。
そのうえ公共部門の労働者は数々の特権を勝ち取ってきた。特別家族手
当，無料ないし家賃補助の社宅，割り増し年金，無料の付加医療保険を手
に入れた。極め付きは，「会社法のロールスロイス」と呼ばれる「フランス
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電力・フランスガス」（EDF・GDF，2004年には分離と一部民営化が実現）
であり，従業員は50にも及ぶ付加給付やボーナスなどに恵まれる。保険料
の支払いは会社負担により４割に免除され，電気料金は95%も割引かれる。
福利厚生制度といっても，民間労働者には年１〜２回の映画や展覧会のチ
ケットがせいぜいだが，EDF・GDFの企業委員会（福利厚生組織）は，風
光明媚な観光地に250箇所にものぼる豪華な保養所を有す。国鉄（SNCF）
の企業委員会はアルプスに何軒かのヒュッテを所有し，労働者は安い料金
でスキーを満喫できる。パリ交通営団の企業委員会は城館を１つ，20のバ
カンス施設，24のレストラン，２つのテーマパークを経営する。公共部門
の欠勤率は民間の２倍にのぼり，賃金は２〜３割高い。これらの特権は，
戦後，共産党と労働組合とがもぎ取った既得権である。
「フランス社会モデル」とは，所得の再分配機能を果たさぬ，公共セクタ
ー労働者の特権維持制度に支配され，フランスの「社会的骨折」は，ます
ます重傷の度を深めていく。「連帯」を叫んで，その実「インナー」たちの
既得権擁護，公共部門労働者の「職域連帯」への動員に狂奔したブルデュ
ーこそ，「連帯貴族」と呼ばれていい。「連帯」からはじき出された「アウ
ター」たちは，低賃金長時間労働にあえぎ，やがては職を失い社会の除け
者に降格される。移民労働者も含め，行き所を失ったアウターたちは，不
法移民と非行とを排撃する極右政党，フロンナショナル（国民戦線）のル
ペン党首のもとに続々と集まってくる。不法移民労働者の増大，移民の子
弟による非行，校内暴力，バンダリズム（衝動的破壊），郊外の犯罪拡大
と，フランス社会の深まりゆく病理現象に日常的にさらされているのは，
シテなど郊外に住む貧しい彼らなのである。だがこれに触れることは，フ
ランスのエリートには長らくタブーであった。寝た子を起こすな…，植民
地でおこなってきた悪行を反省し，贖罪せよ…，かれら移民はフランス植
民地主義の犠牲者なのだから多少の
0 0 0
行き過ぎには目をつぶれ…と。ルペン
は，人種差別と反議会主義的逸脱とを交えながらも，早くから不法移民と
非行問題を取り上げ，その取締りを訴え，民衆の支持を獲得してきた。結
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局はエリートの「自虐史観」が極右台頭をもたらし，ルペンをして民衆の
英雄に祭り上げてしまったのだ。
＊
＊　　＊
共和派知識人の，一般に啓蒙エリートのアイデンティティーはフランス
革命にあり，革命の大義たる「人民主権」と「一般意思」とはジャンジャ
ック・ルソーの『社会契約論』に由来する。だがソルボンヌと全国の大学
をながらく支配してきたフランス革命神話，共産党の公認史観は，フラン
ス革命2000年祭を前に凋落をはじめ，社会主義終焉を迎えて厳しい試練に
たたされている。「修正主義」の歴史家フランソワ・フュレは，1793〜94
年の「テルール」（恐怖政治）とは，革命を圧殺するために介入した対仏大
同盟によって強いられ，かつ必然化されたのだ，とする「状況理論」を拒
否した。対外戦争とは，状況によって押し付けられた産物ではまったくな
く，革命の急進化と解放の使命感達成とを目的にして，また旧体制との断
絶をはかるために，革命側が積極的かつ主体的に選び取った手段に他なら
ず，事実，1793年以降戦況はすでに好転しつつあった，と主張した。エド
マンド･バークやアレクシス・ド・トックヴィル、イポリット＝アドルフ・
テーヌなど18〜19世紀のヨーロッパの思想家の何人かは，テロリストの論
理を敢然と拒否したが，フュレもまたこれを共有するのである。大革命と
ナポレオン期を通して死者は第１次世界大戦に匹敵する500万人を超え，
経済的に20年もの後退をもたらしてしまった。ルソーを師と仰いだマクシ
ミリアン・ロベスピエールは人民主権の名のもとに一党独裁と恐怖政治と
を敷いたが，それはレーニンによって学ばれ，ロシア革命を生んだ。社会
主義の犠牲となった死者の数は１億人にも達する。さらにルソーは，ナチ
ズムの全体主義の祖との汚名さえ着せられる。
「一般利益」は「一般意思」から発するが，フランスでその象徴として絶
対視される「公共サービス」もまた，いまやアイデンティティーの危機に
瀕している。戦後国有化された「国家の中の国家」である「フランス電力・
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フランスガス」は，組合組織率ほぼ100％という神秘的存在でありつづけ
た。その秘密は『現代フランスの病理解剖』の終章で解き明かされるが，
2004年に不正が暴かれて捜査のメスが入った。過激なアナルコ・サンジカ
リズムに起源を発するフランス労働組合は，少数精鋭の活動家組合となっ
た。組織率は先進国で最低であり，今日では８％程度，民間センターのみ
ではわずか５％にすぎない。
「フランス社会モデル」を守れと叫んだ，2005年春の欧州憲法をめぐる
「反体制の祝祭」と2006年秋の「ニヒリズムの痙攣」には，2006年春の「初
採用契約」（CPE）めぐる「若者の総反乱」が加わり，「フランスの９月11
日」となった。そしてフランス現代史の最深部にまで迫る，「エリートの災
禍」の解明を，「フランスの社会的骨折の病理解剖」をあらためて突きつけ
ている。
＊
＊　　＊
2005年度の在外研究では，マンハッタンで「フランスの９月11日」を病
理解剖する機会に恵まれた。法政大学と経済学部の同僚諸氏に，深く感謝
している。
